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腎細胞癌 と鑑 別が困難 であったMetanephric
adenomaの1例:小中弘之,三 田絵子,長 谷川徹,































知洋,河 原 優,宮 地文也,高橋雅彦,岩 岡 香,秋
野裕信,村 中幸二,岡 田謙一郎(福 井医大)症 例は
81歳の女性.右 側腹部痛を主訴として他院を受診 した.



















の1例=明 石拓也,酒 本 護,野 崎哲夫,木村仁美,
高峰利充,岩 崎雅志,片 山 喬(富 山医薬大),酒井
















大),堀 親秀,須 藤正克(同小児科),辻 隆博,富
永敏朗(同産婦人科)症 例は在胎28週の胎児で,産
科定期健診の胎児超音波断層法にて膀帯内に嚢胞を認





く,通常どお り瀦帯を結紮 した,色 素の膀胱内注入と
逆行性膀胱造影にて膀 と膀胱の交通を確認 した.新生

























































腎癌 を合 併 した精 索 脂肪 肉腫 の1例=加 藤 正博,神
田 静 人(富 山 市 民),寺 田為 義,寺 田 稔(寺 田)症
例 は65歳男 性 で,左 陰 嚢 内 無痛 性 腫 脹 を主 訴 と して 来
院 した,左 陰 嚢 は15×10×8cm大 に腫 大 し弾性 硬 で
透 光 性 は ほ とん どな く,超音 波 検 査 で は 腫瘤 はhypoe-
choicで底 部 に精 巣 が描 出 された.陰 嚢 内 腫 瘍 の診 断
で腰 麻 下,highorhiectomyを施行 し た.摘 出標 本
の重 量 は6609で 病 理組 織 診 断 は 分 化型,dedifferen-
tiatedtypeの脂 肪 肉腫 で,分 化 型lipoma-liketype
や 粘液 型 の成 分 も混在 して い た.術 後,転 移 巣検 索 の
際CTで 右 腎下 極 に 直 径3cm大 の腫 瘍 が 発 見 され,
MRI,血 管撮 影 でhypervascularで腎 癌 と画像 診 断
され た.術 後 の補 助化 学 療 法 をcisplatin,adriamy-
cin,ifosphamideを併 用 し て 行 い,右 腎 摘 除 術 を 施
行 した.右 腎 腫 瘍 の 病 理 組 織診 断 はclearcelltype
の腎細 胞癌 でstageIであ った.そ の 後外 来 にてU・
FTの 内服 加 療 を 行 って い るが,術 後10カ月 現 在再 発
の 徴候 は認 め られ て い な い.
染色体異常を伴う重度精薄患者に発生した精巣腫瘍
の1例1藤 内靖喜,永 川 修,村 石康博,藤 城儀幸,












の治療成績=池 田大助,三 崎俊光,中 島慎一(市 立砺
波総合)1989年11月より1993年12月末までの期間に
腎尿管結石479例に対しEDAPLT-01によるESW-





























































CNA)抗体を用いて の腎細胞癌 におけ る発現率 を
Imagecytometry(CAS200)にて検討 し,Flowcy-
tometryによる%S-phasefractionとともに悪性
度との相関や予後規定因子 としての有用性について検
討し報告 した.Flowcytometryによる%S-phase
fractionとPCNA発現率との相関は認 め られなか
った.PCNA発 現率は,腎細胞癌の異型度と有意な
相関を示 したが深達度との相関は認 めなかった.PC-
NA発 現率が50%以上 の症例は予後不良の傾向がみ
られたが有意な差は認められなかった.PCNA発 現
率の判定においてのImagecytometry(CAS200)
での計測は短時間で客観的な解析が可能であり有用な
方法と考えられた.
